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多言語多文化研究に向けた複合型派遣プログラム 

派遣先機関等利用マニュアル  
	 2010	 	 	 年	 	 11	 月	 30	 	 日 

 

派遣者氏名（専門分野） 	 藤森衣子	 	 （共生文明論	 ） 

 

派遣期間 	 	 	 2010	 年	 9	 	 月	 2	 	 日	 	 	 ～	 2010	 年	 9	 	 月	 	 13	 日 

 
派遣研究機関 

国 都市 訪問機関 
米国 ワシントン アメリカ議会図書館	 	 LC 

アメリカ国立公文書館	 NARA（ArchivesⅡ） 

 
利用マニュアル（利用申請に必要な書類、手続き、リサーチ方法等を記入） 
◎ Research Card 
作成手順は両館とも同じで、まず初めに利用者登録の項目別にパソコンを使って自ら入力を行い、パスポート

と照合してもらう。その後写真撮影を行いカードは完成する。有効期限は LCが 2年間	 NARAが 1年間 
◎セキュリティ・チェック方法 

LCでは、入館時にかばんの X線検査。クロークに不要なものを預ける。館内には、PC・電子辞書やカメラの
持ち込みはでき、透明ビニール袋（でなくても良い）の中に、資料・書籍や筆箱などを入れることができる。各

部屋に入る際には、Research Cardの提示が必要。退館時にかばんを開けてチェックされるが形だけの場合が多
い。各部屋には館員が常時勤務しているが、館内を見回るようなことはない。 

NARAでは、入館時に不要なものは地下 1階のロッカールームに保管する。（25¢） 
1階で、「EQUIPMENT RECEIPT」に PCなどの機器の特徴や番号を記入され、これをもってゲートに進む。
ゲートでは Research Cardの提示、機器類はカバーなしの状態で開閉や製品番号の確認が求められる。 
閲覧室では、その日初めての場合のみ Research Cardの提示が求められる。 
ARC（NARA収蔵資料のデータベース）などを使って検索した資料について、閲覧申請書に記入する。スタッ
フに確認してもらった後申請箱に置く。資料が出てきたら、出納記録を記入し、閲覧テーブルに持っていく。 
資料に関しては、どのような些細なことでも（覆われているビニールを外す・留められている金具をはずす等）

カウンターで館員の指示をあおぎ、やってもらう。写真撮影に関してもその旨知らせ、机に紙を張って許可済み

であることを明示する。常時数人の館員が監視のため巡回している。 
退出時には、コピーした資料に関してはホッチキスで留め、カウンターで検査を受けスタンプが押される。 
ゲートでは、Research Cardの提示と機器類や収集資料について再び入館時と同様のチェックを受ける。 
◎申請から閲覧できるまでの所要時間 
「閉架式」の為、閲覧申請をする必要があり、LCも NARAも実際に閲覧できるまでに時間がかかる。特に

NARAは、受付時間締め切りが、1時間ごとに設定されているため、それを外すと更に時間を要することになる。 
◎資料の収集方法（コピー機を使ったセルフ・サービスの場合） 
両館との、コピー機・プリンター付きのマイクロ・リーダーが設置され、コピー・カードで支払う。NARAに

は、本や厚手の資料コピーのために、コピーセンターにはブック・スキャナーが 1台あり、大変便利であった。
（料金は通常コピーの 3倍の 75¢）また、NARAでは、コピー機を使う前に、スタッフに資料を点検してもら
う必要がある。 
両館とも館員は親切で多くの面で助けてもらった。が、限られた時間内に調査・収集を効率よく行うには、出

発前の事前準備をどのくらい行うかによってその成否が分かれるかということが身を持って知った。 
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